
（公財）　黒潮生物研究所

サンゴの育つ温帯の海
－足摺宇和海国立公園における海洋生物多様性の
解明とその保全および普及活動

 高知県、愛媛県活動地域

Web図鑑掲載数 146 種

オニヒトデの駆除数 124 個体

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 70 ％

調査研究

つづける助成

2年目

活動内容と成果
● 足摺宇和海におけるサンゴ群集の生物多様性把握の
ため活動を実施し、400種の生物を確認
● 本研究所のホームページのWeb図鑑「黒潮の生き物
たち」に146種を掲載
● サンゴ群集のモニタリングを宿毛市沖の島、大月町
周辺海域、土佐清水市竜串で計5地点で実施し、全地
点でオニヒトデの食害を確認。特に多くの食害が確
認された大月町周辺海域と竜串で駆除を実施し、計
124個体を駆除
● Web図鑑の閲覧者数は約6,000人に到達。各記事の訪
問者数は最大で2,658回。Web図鑑の執筆者として外
部研究者5人を招聘課　題

足摺宇和海の生物多様性の根幹を成すサンゴ群集は食
害生物により甚大な影響を受けている。また、地域の
人々が資源の価値を理解しづらく直接的に関わる機会
が不足している。

目　標
足摺宇和海の特色と環境変動の影響を受けやすいサン
ゴ群集と海洋生物多様性の理解を深める。また、資源を
継続的に利用するための保全活動を進め、その魅力を
広く普及する。

〒788-0333 
高知県幡多郡大月町西泊560イ
電話：0880-62-7077
E-mail：mail@kuroshio.or.jp
HP：http://kuroshio.holy.jp/

黒潮生物研究所サマースクールの様子黒潮生物研究所サマースクールの様子

小筑紫中学校シュノーケリング実小筑紫中学校シュノーケリング実
習の様子習の様子

足摺宇和海の生物多様性を把握するため、重点的な調査を進める。また、サンゴ群
集のモニタリングや食害生物の駆除を継続する。さらに講演会や観察会を実施し、
足摺宇和海や生物多様性に関する意識を向上させる。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
本年度も昨年度に続き、新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響があり、
様々なイベントや勉強会の開催が中
止に追い込まれた。

■工夫した点
少人数での自然学習会、自然観察会
を実施。SNSや動画配信を活用し、
活動や生物を紹介したWeb図鑑を発
信。

雁の里親友の会

北極渡り鳥イニシアティブ優先種コクガン・
カリガネの保全に向けた共同調査と普及啓発

 北海道、宮城県活動地域

発信器追跡個体 13 羽

普及啓発用絵本 1,000 部

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 70 ％

調査研究

つづける助成

2年目

活動内容と成果
本年度は、北海道でコクガン9羽、宮城県でカリガネ
4羽を捕獲し、発信器追跡を行った。また、2020年度
のコクガン、カリガネの追跡結果から渡りルートに
関する新たな知見が得られ、これまで知られていな
かった、新たな中継地（ロシア）、越冬地（中国）を特
定した。
2021年7月には第9回東アジア生態学連合会議で成
果を発表したほか、これまでの取組みや上記の発信
器追跡で得られた知見を盛り込んだ、絵本「雁の道を
たずねて」を制作し、1,000部印刷した。絵本は2022
年度の普及啓発イベントで活用予定である。課　題

コクガン、カリガネは東アジア地域で優先して保全す
べき渡り鳥に指定されているにもかかわらず、渡り
ルートが解明されておらず、直面している脅威につい
て知見が不足している。

目　標
コクガン、カリガネを発信器により追跡することで両種
の渡りルート及び重要な生息地を解明し、東アジアの
重要生息地での保全に向けた国際的な連携体制を構築
する。 〒989-6315 

宮城県大崎市三本木新沼字二又
159-1
電話：090-7494-2847
E-mail：saway1217@yahoo.co.jp
HP：http://shibalabo.eco.coocan.jp/goose/index.htm

捕獲して発信器を装着したカリガネ捕獲して発信器を装着したカリガネ

今年度制作した普及啓発用絵本今年度制作した普及啓発用絵本

2020～2021年度の追跡調査により、コクガン、カリガネの渡りルートや生息地に
関する新たな知見を得ることができた。今後は関連機関と連携し、現地調査を企画
するとともに、その結果を国内外で発信する。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス感染拡大の影響
で中国への視察ができなかったこ
と。

■工夫した点
昨年の捕獲調査経験をもとに、国内
にわずか300羽程度しかいないカリ
ガネを4羽同時に捕獲できた。
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